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「 總 ジ テ 茶 湯 ニ 、中 立 ヨ リ衣服ヲ着易ルコ
ト、始メニハ華美ナルモノヲ着シ、後ニシ






































































お わ り に
石州の茶は、柳営茶道としての格式ある茶の
形態と、一方では石州自信の茶としてのあり方
を説いた茶道感であると思われる。それは、利
休の息子・道安から宗仙を経て、石州に伝わっ
た茶法であるため、利休の侘び茶の精神は、石
州の茶の中に引き継がれた。ただし、石州の侘
び茶は、利休のそれとは微妙に異なり、身分相
応の侘び茶の理念が石州によって形づけられた
と思われる。
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